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Report1	 女性研究者・医師支援センター科学研究費申請支援事業の成果
Report2	 国際ソロプチミスト奈良―あすか大学院女子学生奨学金クラブ賞
Report3	 6年一貫教育授業・良き医療人育成プログラム「ロールモデルを探す」
Report4	 女性研究者の留学だより(2)
Information1	 令和3年度下半期研究支援員配置希望者募集

女性研究者・医師支援センターでは、科学研究費（科研費）助成事業に前年度申請をしていない女性研究者・医師を対象に、平
成28年度から科研費申請支援事業を実施しています。本事業は、科研費指導添削に実績のある民間会社に委託し、研究テーマ等
申請内容を個別に相談できるWEB面談と無制限の申請書添削を提供しています。昨年度からは、支援開始時期を早めることで、
より多くの指導添削を受けられるよう工夫しています。また、若手研究者の裾野拡大をめざして、常勤の病院助教にも支援対象
を拡げました。本事業を利用する研究者・医師の多くが初めての科研費申請、もしくは前回申請からブランクがあるため、これ
までほぼ全員が申請をするも採択率が低い状況でした。その中、本年度は3 名の女性研究者・医師が本事業から採択に至って
います。3名の方々からは、「面談で申請内容を深く掘り下げることができました」、「複数回の添削によって完成度の高い申請書
になりました」という感想が寄せられました。今年度も研究推進課と協力し、より多くの女性研究者・医師が科研費を獲得できる
よう支援事業を実施して参ります。

女性研究者・医師支援センター科学研究費申請支援事業の成果
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まほろばだよりのデザインをリニューアルしました。1年に4 回発行されるニュースレターで、
皆さまに四季の移ろいを感じていただければ幸いです。

これまでの支援実績

消化器・総合外科学	 長井美奈子	 助教	 若手研究
糖尿病・内分泌内科学	 毛利　貴子	 診療助教	 基盤研究C
糖尿病・内分泌内科学	 紙谷　史夏	 病院助教	 基盤研究C
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［編集後記］
映画の世界では見慣れていた感染症のパンデミックが、現実の世界

を飲み込んで早１年が経ちました。これほどまでに医療の大切さを感
じたことはありません。それと同時に、医療従事者等へのケアの必要
性・重要性も痛感しています。今号より編集に加わることになりました
スタッフの津﨑です。当センターの活動が、医療従事者の方々にもお役
に立つことを願っております。今後ともどうぞよろしくお願いします。
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4 女性研究者の留学だより（2）

本学では、平成20年以降に海外へ留学した女性教員はわずか2名で、海外留学教員に占める女性の割合は6.25%と
少ない状況です。男女に関わらず研究者・医師の海外留学は、研究・教育・診療に新たな視点をもたらす貴重な機会に
なりますが、中でも女性教員の留学体験は女子学生や後輩への励みとなり、本学の女性活躍推進に大きな意義をもたら
すと考えます。今回は、循環器内科学講座の助教としてご活躍中の妹尾絢子先生に留学体験をご紹介いただきます。

循環器内科学　助教　妹尾 絢子
私は、2017年に医師である夫の留学に伴い、子供二人を連れてアメリカの

マサチューセッツ州ボストンに渡米いたしました。J-2ビザでの渡米であっ
たため、渡米後に労働許可証を取得し、研究室を探しました。奈良医大大学院
ではマウスを使って心不全の基礎研究をしていましたが、アメリカで研究室
見学をしていくうちに、より非侵襲的に心疾患の病態に迫ることができる
心臓画像分野に魅力を感じるようになりました。そこで、Brigham and Women’s 
Hospital（BWH）のRaymond Y. Kwong先生の心臓MR I研究室にアプライをし、
幸いにも同研究室で学ぶ機会を得ることができました。BWHは、ハーバード
大学医学部の教育病院で2番目に大きな全米トップクラスの病院です。特に循環器内科分野では、Braunwald先生を始め、
世界でも名高い先生の研究室が多数あり、世界中から医師、研究者が集まっています。1週間に1度開かれるカンファレ
ンスでは、世界最先端の研究発表やレクチャー、ディスカッションを聞くことができ、大変良い刺激を受けました。
留学中は、心不全症状を有する非虚血性心筋症が疑われる症例を対象に、心臓MRIを用いたT1 mapping法および

Feature Tracking法を用いた心筋性状および心機能評価による研究をさせていただきました。研究成果は、AHA
（American Heart Association）やSCMR（Society of Cardiac Magnetic Resonance）などの国際学会でも発表させていた
だきました。今後論文発表を予定しています。
私生活では、慣れない海外生活での子供達のケアや日本では起こりえないトラブルの連続に目まぐるしい日々でした

が、海外生活を通して視野が広がり、家族皆が成長したように思います。また、アメリカでは子供達を社会全体で育てて
いくという意識が強く、女性が仕事をすることが当然のように受け入れられているため、日本よりも仕事と育児の両立が
しやすい環境でした。
最後に、COVID-19パンデミックによるロックダウンを経験しましたが、職場も学

校も瞬時にリモートに切り替えられた時には、アメリカ人の決断力の速さと行動力に
驚かされました。アメリカ社会には人種差別や貧富の差など問題点もたくさんありま
すが、多様な考えや人物を受け入れる事ができる寛容な社会でもあると感じました。
この留学を通して、日本では出会えないような方々と出会い、異なる価値観や考え

方に触れたこと
は、私の人生の中
で大変貴重な経
験となりました。
今後、留学を目指
される方々のご
参考になりまし
たら幸いです。

▲研究室のメンバー

▲ Prof. Robert Bonow（中央）を囲んで ▲ Raymond先生と私　


